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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（Ａ）の構造を有する化合物、あるいは、その薬学的に許容可能な塩、溶媒和物または
プロドラッグであって、

【化１】

式中：
Ｒ１は以下から選択され、
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【化２】

Ｒ２、Ｒ４、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、およびＲ１３は各々独立して、－Ｈ、－ＣＨ２Ｏ
Ｈ、－ＣＨ（ＯＨ）（ＣＨ３）、－ＣＨ２ＣＦ３、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２Ｃ（
Ｏ）ＯＲ２５、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＲ２５、－ＣＨ

２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｃ
（Ｈ）（ＣＨ３）ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｈ）（ＣＯ２Ｈ）ＣＨ

２ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）２ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）３

ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）４ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）４Ｎ＋（Ｒ２５）３、－
（ＣＨ２）４Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）（２，３－ジヒドロキシベンゼン）、随意に置換されたＣ

１－Ｃ８アルキル、随意に置換されたＣ１－Ｃ８ヘテロアルキル、随意に置換されたＣ３

－Ｃ８シクロアルキル、随意に置換された－ＣＨ２Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、随意に置
換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換されたアリール、随意に置換されたヘテロア
リール、
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【化３】

であり、
Ｒ３はメチル、エチル、イソプロピル、またはシクロプロピルであり、
Ｒ５はＨ、メチル、エチル、または－ＣＨ２ＯＨであり、
Ｒ６は－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１４であり、
Ｒｘは、Ｈ、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、随意に置換されたＣ１－Ｃ６ヘテロ
アルキル、または随意に置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキルであり、あるいは、Ｒｘと
Ｒ２は窒素原子と一緒に随意に置換された窒素含有環を形成し、
ＲｙはＨまたはメチルであり、あるいは、ＲｙとＲ５は窒素原子と一緒に随意に置換され
た窒素含有環を形成し、
Ｒｚは、－ＮＲ１５Ｒ１６、－ＣＨ２ＮＲ１５Ｒ１６、または－（ＣＨ２）２－ＮＲ１５

Ｒ１６であり、
Ｒ７は、随意に置換されたアリール、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置
換されたアルケニル、あるいは約１－２２の炭素原子の直鎖または分枝鎖のアルキル鎖で
あり、随意に、アルキル鎖内に、またはアルキル鎖の末端で、随意に置換されたアリール
、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、または随意に置換された以下を含み、
【化４】

式中、Ｚは単結合、Ｏ、Ｓ、ＮＨ、ＣＨ２、ＮＨＣＨ２、またはＣ≡Ｃであり、
Ｒ８は単結合、－Ｏ－、または－Ｎ（Ｒ１７）－、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル
、随意に置換されたＣ１－Ｃ６ヘテロアルキル、随意に置換されたヘテロシクロアルキル
、随意に置換されたアリール、または随意に置換されたヘテロアリールであり、
Ｒ９は－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２、または以下であり、

【化５】

Ｒ１４はＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ２８、－ＣＦ２

Ｃ（Ｏ）ＯＨ、または以下であり、
【化６】

Ｒ１５とＲ１６は各々独立して、ＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、
Ｒ１７はＨ、メチル、エチル、イソプロピル、またはシクロプロピルであり、
Ｒ１８、Ｒ１９、およびＲ２０は各々独立して、Ｈまたはメチルであり、
Ｒ２１はそれぞれ独立してＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、



(4) JP 2016-528257 A5 2017.10.5

Ｒ２２はそれぞれ独立してＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｃ（＝ＮＨ）（ＮＨ２）、または
－ＣＨ（＝ＮＨ）であり、
Ｒ２３はＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、またはＣ１－Ｃ４アルコキシであり、
Ｒ２４は、－Ｈ、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）（ＣＨ３）、－ＣＨ２ＣＦ３、－Ｃ（Ｏ
）Ｒ２６、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ２６、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２６Ｒ２７、ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ
Ｈ２Ｃ（Ｏ）ＯＲ２５、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＲ２５

、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ
（Ｈ）Ｃ（Ｈ）（ＣＨ３）ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｈ）（ＣＯ２

Ｈ）ＣＨ２ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）２ＮＲ２１Ｒ２２、－（Ｃ
Ｈ２）３ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）４ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）４Ｎ＋（Ｒ２５

）３、－（ＣＨ２）４Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）（２，３－ジヒドロキシベンゼン）、随意に置換
されたＣ１－Ｃ８アルキル、随意に置換されたＣ１－Ｃ８ヘテロアルキル、随意に置換さ
れたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、随意に置換された－ＣＨ２Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、
随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換されたアリール、随意に置換された
ヘテロアリール、
【化７】

であり、
Ｒ２５はそれぞれ独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり、
Ｒ２６はＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、
Ｒ２７はＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、
Ｒ２８はＣ１－Ｃ６アルキルであり、
ｎは０または１であり、
ｐは０または１であり、および、
ｑは０または１である、化合物。
【請求項２】
　Ｒ１は以下である、請求項１に記載の化合物。
【化８】

【請求項３】
　Ｒ２、Ｒ４、Ｒ１２、およびＲ１３は各々独立して、－Ｈ、－ＣＨ３、－ＣＨ（ＣＨ３

）２、－Ｃ（ＣＨ３）３、－ＣＨ（ＣＨ３）（ＣＨ２ＣＨ３）、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）

２、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）（ＣＨ３）、－ＣＨ２ＣＦ３、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ
、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ

２、－ＣＨ２ＮＨ２、－（ＣＨ２）２ＮＨ２、－（ＣＨ２）３ＮＨ２、－（ＣＨ２）４Ｎ
Ｈ２、以下である、請求項１又は２に記載の化合物。
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【化９】

【請求項４】
　Ｒ７は１－２２の炭素原子の直鎖または分枝鎖のアルキル鎖であり、随意にアルキル鎖
内に、またはアルキル鎖末端に、随意に置換されたアリール、随意に置換されたヘテロア
リール、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、または随意に置換された以下を含み、
【化１０】

式中、Ｚは単結合、Ｏ、Ｓ、ＮＨ、ＣＨ２、ＮＨＣＨ２、またはＣ≡Ｃである、請求項１
乃至３のいずれか１つに記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ７は１－２２の炭素原子の直鎖または分枝鎖のアルキル鎖であり、随意にアルキル鎖
内に、またはアルキル鎖末端に、随意に置換された以下を含み、

【化１１】

Ｚは単結合である、請求項１乃至４のいずれか１つに記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ７は以下である、請求項１乃至５のいずれか１つに記載の化合物。

【化１２】

【請求項７】
　Ｒ８は随意に置換されたＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルである、請求項１乃至６のいずれか
１つに記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ８は単結合である、請求項１乃至６のいずれか１つに記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ１４は以下である、請求項１乃至８のいずれか１つに記載の化合物。
【化１３】

【請求項１０】
　Ｒ２３はＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、Ｒ２４はＨまたは随意に置換されたＣ１

－Ｃ８アルキルである、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　式（ＸＩＶ）の構造を有する化合物、あるいは、その薬学的に許容可能な塩、溶媒和物
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またはプロドラッグであって、
【化１４】

式中：
Ｒ１は以下から選択され、
【化１５】

Ｒ２、Ｒ４、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、およびＲ１３は各々独立して、－Ｈ、－ＣＨ３、
－ＣＨ（ＣＨ３）２、－Ｃ（ＣＨ３）３、－ＣＨ（ＣＨ３）（ＣＨ２ＣＨ３）、－ＣＨ２
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ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）（ＣＨ３）、－ＣＨ２ＣＦ３、－ＣＨ

２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＲ２５、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２Ｃ（Ｏ）ＯＲ２５、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ
Ｈ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｈ）（ＣＨ３）ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｈ）Ｃ（Ｈ）（ＣＯ２Ｈ）ＣＨ２ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）２Ｎ
Ｒ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）３ＮＲ２１Ｒ２２、－（ＣＨ２）４ＮＲ２１Ｒ２２、－（Ｃ
Ｈ２）４Ｎ＋（Ｒ２５）３、－（ＣＨ２）４Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）（２，３－ジヒドロキシベ
ンゼン）、随意に置換されたＣ１－Ｃ８アルキル、随意に置換されたＣ１－Ｃ８ヘテロア
ルキル、随意に置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、随意に置換された－ＣＨ２－Ｃ３

－Ｃ８シクロアルキル、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換されたアリ
ール、随意に置換されたヘテロアリール、
【化１６】

であり、
Ｒ３はメチル、エチル、イソプロピル、またはシクロプロピルであり、
Ｒ５はＨ、メチル、エチル、または－ＣＨ２ＯＨであり、あるいは、Ｒ５とＲ２４はホウ
素原子と一緒に５または６員のホウ素含有環を形成し、
Ｒ６は－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－ＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１４）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、－Ｂ（ＯＲ２３

）（ＯＲ２４）、または、
【化１７】

であり、あるいは、Ｒ５とＲ６は炭素原子と一緒に以下を形成し、
【化１８】

Ｒｘは、Ｈ、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、随意に置換されたＣ１－Ｃ６ヘテロ
アルキル、または随意に置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキルであり、あるいは、Ｒｘと
Ｒ２は窒素原子と一緒に随意に置換された窒素含有環を形成し、
ＲｙはＨまたはメチルであり、あるいは、ＲｙとＲ５は窒素原子と一緒に随意に置換され
た窒素含有環を形成し、
Ｒｚは、－ＮＲ１５Ｒ１６、－ＣＨ２ＮＲ１５Ｒ１６、または－（ＣＨ２）２－ＮＲ１５

Ｒ１６であり、
Ｒ７は非置換のＣ１－Ｃ１０アルキルであり、
Ｒ８は随意に置換されたＣ１－Ｃ１０ヘテロアルキルであり、
Ｒ９は－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２、以下であり、
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【化１９】

Ｒ１４、Ｒ１５、およびＲ１６は各々独立して、ＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、
Ｒ１７はＨ、メチル、エチル、イソプロピル、またはシクロプロピルであり、
Ｒ１８、Ｒ１９、およびＲ２０は各々独立して、Ｈまたはメチルであり、
Ｒ２１はそれぞれ独立してＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、
Ｒ２２はそれぞれ独立してＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｃ（＝ＮＨ）（ＮＨ２）、または
－ＣＨ（＝ＮＨ）であり、
Ｒ２３とＲ２４は各々独立して、ＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、あるいは、Ｒ２３

とＲ２４はホウ素原子と一緒に随意に置換された５または６員のホウ素含有環を形成し、
Ｒ２５はそれぞれ独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり、
Ｒ２６は、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＲ２５

、または－ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＲ２５であり、
ｎは０または１であり、
ｐは０または１であり、
および、ｑは０または１である、化合物。
【請求項１２】
　Ｒ１は以下である、請求項１１に記載の化合物。
【化２０】

【請求項１３】
　Ｒ２、Ｒ４、Ｒ１２、およびＲ１３は各々独立して、－Ｈ、－ＣＨ３、－ＣＨ（ＣＨ３

）２、－Ｃ（ＣＨ３）３、－ＣＨ（ＣＨ３）（ＣＨ２ＣＨ３）、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）

２、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）（ＣＨ３）、－ＣＨ２ＣＦ３、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ
、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ

２、－ＣＨ２ＮＨ２、－（ＣＨ２）２ＮＨ２、－（ＣＨ２）３ＮＨ２、－（ＣＨ２）４Ｎ
Ｈ２、以下である、請求項１１又は１２に記載の化合物。
【化２１】

【請求項１４】
　Ｒ７は非置換のＣ１－Ｃ８アルキルである、請求項１１乃至１３のいずれか１つに記載
の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ８は置換されたＣ１－Ｃ８ヘテロアルキルである、請求項１１乃至１４のいずれか１
つに記載の化合物。
【請求項１６】
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　Ｒ８は非置換のＣ１－Ｃ８ヘテロアルキルである、請求項１１乃至１４のいずれか１つ
に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ６は以下の化合物である、請求項１１乃至１６のいずれか１つに記載の化合物。
【化２２】

【請求項１８】
　ｎは０である、請求項１乃至１７のいずれか１つに記載の化合物。
【請求項１９】
　請求項１または１１の化合物と薬学的に許容可能な賦形剤とを含む医薬組成物。
【請求項２０】
　哺乳動物に有益な効果を与えるのに十分な頻度と期間にわたって哺乳動物の細菌感染を
処置するために使用される、請求項１または１１の化合物。
【請求項２１】
　細菌感染は、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ，　Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎ
ａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ，　Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｃｉｄｏｖｏｒａｎｓ，
　Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ，　Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕ
ｔｉｄａ，　Ｓｔｅｎｏｔｒｏｐｈｏｍｏｎａｓ　ｍａｌｔｏｐｈｉｌｉａ，　Ｂｕｒｋ
ｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃｉａ，　Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉａ，
　Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ，　Ｃｉｔｒｏｂａｃｔｅｒ　ｆｒｅｕｎｄｉｉ，
　Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ，　Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈ
ｉ，　Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｐａｒａｔｙｐｈｉ，　Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｅｎｔｅ
ｒｉｔｉｄｉｓ，　Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ，　Ｓｈｉｇｅｌｌａ　
ｆｌｅｘｎｅｒｉ，　Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ，　Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒ　
ｃｌｏａｃａｅ，　Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒ　ａｅｒｏｇｅｎｅｓ，　Ｋｌｅｂｓｉｅ
ｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ，　Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｏｘｙｔｏｃａ，　Ｓｅｒｒ
ａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ，　Ｆｒａｎｃｉｓｅｌｌａ　ｔｕｌａｒｅｎｓｉｓ，
　Ｍｏｒｇａｎｅｌｌａ　ｍｏｒｇａｎｉｉ，Ｐｒｏｔｅｕｓ　ｍｉｒａｂｉｌｉｓ，　
Ｐｒｏｔｅｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ，　Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉａ　ａｌｃａｌｉｆａｃｉ
ｅｎｓ，　Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉａ　ｒｅｔｔｇｅｒｉ，　Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉａ　ｓ
ｔｕａｒｔｉｉ，　Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｂａｕｍａｎｎｉｉ，　Ａｃｉｎｅｔ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｃａｌｃｏａｃｅｔｉｃｕｓ，　Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｈａｅ
ｍｏｌｙｔｉｃｕｓ，　Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ，　Ｙｅｒｓ
ｉｎｉａ　ｐｅｓｔｉｓ，　Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
，　Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ，　Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓ
ｓｉｓ，　Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐａｒａｐｅｒｔｕｓｓｉｓ，　Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌ
ａ　ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ，　Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
，　Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｐａｒａｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ，　Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕ
ｓ　ｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ，　Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔ
ｉｃｕｓ，　Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｄｕｃｒｅｙｉ，　Ｐａｓｔｅｕｒｅｌｌａ　ｍ
ｕｌｔｏｃｉｄａ，　Ｐａｓｔｅｕｒｅｌｌａ　ｈａｅｍｏｌｙｔｉｃａ，　Ｂｒａｎｈ
ａｍｅｌｌａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ，　Ｈｅｌｉｃｏｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ，
　Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｆｅｔｕｓ，　Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕ
ｎｉ，　Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｃｏｌｉ，Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆ
ｅｒｉ，　Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ，　Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙ
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ｔｉｃｕｓ，　Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ，　Ｌｉｓｔｅｒｉａ　
ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ，　Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ，　Ｎｅ
ｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ，　Ｋｉｎｇｅｌｌａ，　Ｍｏｒａｘｅｌｌ
ａ，　Ｇａｒｄｎｅｒｅｌｌａ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ，　Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒ
ａｇｉｌｉｓ，　Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｄｉｓｔａｓｏｎｉｓ，　Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　３４５２Ａ　同族群，　Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ，　Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｌｕｓ，　Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍ
ｉｃｒｏｎ，　Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ，　Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｅｇｇｅｒｔｈｉｉ，　Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｌａｎｃｈｎｉｃｕｓ，Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｄｉｆｆｉｃｉｌｅ，　Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒ
ｃｕｌｏｓｉｓ，　Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ，　Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｉｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ，　Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｌｅｐｒａｅ
，　Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ，　Ｃｏｒｙｎｅｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｕｌｃｅｒａｎｓ，　Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅ，　Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ａｇａｌａｃｔｉａｅ，　Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ，　Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ，　Ｅｎｔｅ
ｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍ，　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ，
　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ，　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ，　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｉｎｔｅｒｍ
ｅｄｉｕｓ，　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｈｙｉｃｕｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｈｙｉｃ
ｕｓ，　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ，　Ｓｔａｐｈｙｌ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｈｏｍｉｎｉｓ，　または、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｃｃ
ｈａｒｏｌｙｔｉｃｕｓを含む感染である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２２】
　第２の治療剤をさらに含む、請求項２０に記載の化合物。
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